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I.要素技術編 ---収穫後、作付け前の防除技術--- 

５.田畑輪換 

１）技術の概要 

雑草イネが多発した場合は、畑転換することが効果的です。麦類、大豆、そば作に転換し、

作付け前後の耕起作業、大豆作では作付け期間中の防除を行うことにより、雑草イネの発生

を抑制し、水稲作付け期間中に土壌中に落ちた雑草イネ種子を大幅に減少させることができ

ます。 

２）必要な資材・条件等 

畑状態でも雑草イネの出芽時期は春〜早夏となります。この時期に播種前の耕起作業を行

う大豆作やそば作、収穫後の耕起作業を行う麦作では、耕起により雑草イネの出芽個体が鋤

込まれるため、雑草イネを効果的に防除することができます（図 1）。また、雑草イネの種子

生存や個体数の動態調査を反映させた動態モデルによって、畑転換による雑草イネの残存経

過を試算すると、大豆作に比べ作期が遅いそば作の方が雑草イネの減少が早いという結果が

得られました(図 2）。数年間の畑転換を行った後に、水稲作に戻した場合は、雑草イネに有効

な本田除草剤（７．有効除草剤 p.39〜参照）を使用して発生状況を確認します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 麦類およびそばに転換した場合は、麦類の収穫後、そばの播種前に複数回の耕起を行いま

す（表 1）。大豆作へ転換した場合、雑草イネに有効な土壌処理型除草剤と生育期茎葉処理型

除草剤の体系処理を行い、発生状況に応じて生育期畦間・株間処理や中耕培土を実施します

（表1）。大豆播種期が早期から普通期となる地域では、作付け後に雑草イネが発生するため、

図１ 畑条件における耕起時期の違いによる雑草イネ
の生存率への影響（2011年、長野農試） 
異符号間には 5％水準で有意差がある（Tukey 法） 
畑に雑草イネ種子を 3月下旬に散播し、各時期にロータリによ
る耕起を行った。生存率は播種粒数に対する個体数の割合。 
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図 2 雑草イネ動態モデルによる試算結果
（2010～2017年、長野農試） 
雑草個体群動態モデル（浅井 2011）を雑草イネに適

用し、畑転換の経過年数による減少を示す。 
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雑草イネに有効な除草剤の選択、体系処理が重要となります(表 1、図 3)。この場合、土壌処

理だけでは安定して高い防除効果が得られないので、後処理の茎葉処理剤や中耕培土と組み

合わせます。全面茎葉処理にはイネ科雑草に適用のある除草剤を散布し、畦間や株間処理に

は非選択性除草剤を散布します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 転換畑（大豆）における雑草イネ・漏生イネに効果の高い除草剤とその使用時期 

 
 

３）期待される効果 

大豆作では、表 1 に示す茎葉処理剤を 5 葉期までに散布することにより、残草量を 1 割

以下に低減できます。雑草イネの個体群動態モデルにより雑草イネ種子の減少程度を試算す

ると、1 作の転換および越冬により前年に比べそば作で約 2%、大豆作で約 6％に種子が激減

します。これまでの長野県の試験結果では、水稲作に戻すまでに必要な畑転換期間の目安は、

そば作および麦作では 2 年〜3 年、大豆作では 3 年〜4 年になります。 

薬剤散布 播種 生育期

土壌処理 A　土壌処理

茎葉処理

Ａ フィールドスターＰ乳剤 薬量120ml/10a 雑草イネ・漏生イネ発生前

ラッソー乳剤 薬量600ml/10a 雑草イネ・漏生イネ発生前

ラクサー乳剤 薬量600ml/10a 雑草イネ・漏生イネ発生前

Ｂ ポルトフロアブル 薬量300ml/10a 雑草イネ・漏生イネ5葉期頃まで

セレクト乳剤 薬量200ml/10a 雑草イネ・漏生イネ5葉期頃まで

ホーネスト乳剤 薬量100ml/10a 雑草イネ・漏生イネ5葉期頃まで

ワンサイドP乳剤 薬量100ml/10a 雑草イネ・漏生イネ5葉期頃まで

（展着剤を加用）

バスタ液剤 薬量300ml/10a 雑草イネ・漏生イネ5葉期頃まで

B　茎葉処理

表 1 転換作目別の防除技術 
作目 防除技術 内容

麦類 耕起 収穫後に複数回の耕起を行い、発生個体を完全に鋤込む

大豆 耕起 播種前に複数回の耕起を行い、発生個体を完全に鋤込む
播種後全面土壌処理 フィールドスターP乳剤　薬量120mL/10a　発生前の処理

ラッソー乳剤　薬量600mL/10a　発生前の処理
ラクサー乳剤　薬量600mL/10a　発生前の処理

生育期全面茎葉処理 ポルトフロアブル 薬量300mL/10a　5葉期頃まで
セレクト乳剤　薬量200mL/10a　5葉期頃まで
ホーネスト乳剤　薬量100mL/10a　5葉期頃まで
ワンサイドP乳剤　薬量100mL/10a　5葉期頃まで　展着剤を加用

生育期畦間処理 バスタ液剤　薬量300～500mL/10a　5葉期頃まで
生育期株間処理 バスタ液剤　薬量300～500mL/10a　5葉期頃まで、大豆本葉5葉期以降
中耕培土 発生個体を反転、鋤込む

そば 耕起 播種前に複数回の耕起を行い、発生個体を完全に鋤込む
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４）注意点（変動条件等） 

（１）転換作物の耕起時期 
雑草イネが生えそろった後に耕起すると防除効果が高まるため、春の耕起時期は遅くなる

ほど防除効果が高くなります（長野農試 2013、図 1）。 
 
（２）転換作物の種類 

大豆作に比べそば作の方が転換の減少効果が大きくなります（図 2）。 
 
（３）大豆作の土壌処理型除草剤 

 使用する除草剤によって雑草イネに対する効果が異なるため (図 4、図 5）、効果の高い除

草剤を選択してください。雑草イネ・漏生イネを想定して水稲種子を播き込んで畑条件で出

芽させると、土中 6cm 付近の深い位置から出芽します（図 6）。表 1 に示した土壌処理剤が

安定した除草効果を示さない（図 4、図 5）のは、土壌表層近くに除草剤の有効成分の処理層

を形成するため、深い層からの発生個体の効果が劣ることによると考えられます。 
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図 4 雑草イネに対する土壌処理型除草

剤の防除効果（2013年、長野農試） 
夏期および秋期の 2 回試験の平均値とし、無処理区

の 60.8 個体・3.1g に対する比率を示す。 

移植水稲栽培で雑草イネが多発し、翌年に大豆作に

転換した現地圃場（長野県内）において試験した。

水田土壌を充填した金ザルの土中 1cm、5cm 深にそ

れぞれ雑草イネ種子 100 粒を播種し、埋設した。 

薬量は各薬剤の最大量、水量は 100L/10a とした。 
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図 5 漏生イネに対する土壌処理型除草

剤の防除効果（2018年、植調研千葉支所） 
無処理区の 29 本/㎡・1.58g/㎡に対する比率を示

す。 

薬剤を 7 月 25 日に処理した。薬量は各薬剤の最大

量、水量は 100L/10a とした。 
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（４）大豆作の茎葉処理型除草剤 

生育期茎葉処理型除草剤も使用する除草剤によって雑草イネに対する防除効果が異なりま

すので、効果の高い除草剤を選択してください（図 7、図 8)。ワンサイド P 乳剤は効果を高

めるために展着剤の加用が必要となります。また、5～6 葉期での散布に比べ 7～8 葉期の散

布では効果が劣るため（図 8）、5 葉期頃までの散布とします。これらの薬剤の農薬ラベルに

は一年生イネ科雑草 10 葉期まで適用があると記載されていますが、散布時期を逸すると効果

が低下するので、除草剤を効果的に効かせるためには葉齢の見極めが非常に重要です。 
 なお、バスタ液剤は非選択性茎葉処理剤です。本剤は畦間・株間処理での使用はできま

すが全面散布はできません。全面散布すると甚大な薬害を生じますので十分に注意してくだ

さい。 

図 6 大豆畑における漏生イネの発生深度（2018年、植調研千葉支所） 

発生深度は、白化茎長およびメソコチル長の計で示した。7 月 20 日に漏生イネとしてふさおとめを

播種、耕起した。80 個体を調査した。 
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（５）大豆作の砕土条件 
畑地で土壌処理剤を用いて一般雑草を防除する場合、砕土条件（耕起によってどれだけ土

塊を細かくできたか）によって除草効果が変動します。できるだけ細かく砕土する、すなわ

ち砕土率を高めると除草効果も安定します。雑草イネ・漏生イネの防除でも同様ですので、

耕起作業はできるだけ丁寧に行ってください。また、土壌処理剤は土壌が適湿な条件で散布

されると除草効果が高まります。逆に圃場が乾燥しすぎると除草効果が低下しますので、こ

の点にも注意してください。 
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図 7 雑草イネに対する生育期茎葉処理型

除草剤の防除効果（2013年、長野農試） 
無処理区の 16.5 個体・11.4g に対する比率を示す。 

図 3 と同一圃場において試験した。 

自然発生した 4～5 葉期の雑草イネに対し、薬量は

各薬剤の最大量、水量は 100L/10a として処理した。 
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図 8 異なる生育ステージの漏生イネに対

する生育期茎葉処理型除草剤の防除効果

（2018年、植調研千葉支所） 

無処理区の 36 本/㎡・25.6gに対する比率を示す。 

図 5 と同一の漏生イネ播種、耕起とし、漏生イネの 5

～6 葉期および 7～8 葉期に薬剤処理した。 

薬量は各薬剤の最大量、水量は 100L/10a とした。展

着剤はサーファクタント WK500 倍希釈とした。 

 


